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本日の流れ

１．ルーブリックの作成に関して（前回の振り返り）

２．自転車の交通安全教育の充実化に向けた官民連携協議会

第４回の内容（抜粋）※別紙

３．高校生を対象とした研究結果の紹介（吉田委員から）

４．行動評価表（ルーブリック）の観点（案）

５．第４回部会の日程及び今後のスケジュールについて
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１．ルーブリックの作成に関して（前回の振り返り）
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第２回安全教育検討部会_福嶋委員作成資料から抜粋



１．ルーブリックの作成に関して（前回の振り返り）
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第２回安全教育検討部会_福嶋委員作成資料から抜粋
住田町教育委員会（2019）『学習指導要領解説 地域創造学編』p.24

★ライフステージ別でこのような表ができるのが理想



１．ルーブリックの作成に関して（前回の振り返り）
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第２回安全教育検討部会_福嶋委員作成資料から抜粋

西岡加名恵（2016）『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、p.112

最も良いレベル（理想的な
サイクリストの姿）から
考えたい



理解の程度 頻度の程度

• 綿密で完全な
• しっかりした
• 部分的ないし不完全な
• 誤解がある、あるいは深刻な誤概念

• 常に、継続的に
• 頻繁に、一般的に
• 時々、時に
• めったに～ない、決して～ない

効果の程度 独立の程度

• 非常に効果的
• かなり効果的
• いくらか効果的
• 効果的ではない

学習者は課題を……なしとげる。
• 独立して
• 最小限の支援のもとで
• いくらかの支援を必要としつつ
• かなりの支援を必要としつつ

正確さの程度 明瞭さの程度

• 完全に正確である。すべて（の事実、概念、手順、
計算）が正しい。

• 一般的に正確である。些少な不正確はあるが、全体
としての結果には影響ない。

• 不正確である。数多くの間違いによって、結果が損
なわれている。

• 大きく不正確である。終始、重大な間違いがある。

• 非常に明瞭。とてもわかりやすい。
• 概して明瞭。わかりやすい。
• 明瞭さに欠ける。わかりにくい。
• 不明瞭。わからない。

（参考）程度の違いを記述する用語集

McTighe, J. & Wiggins, G. (2004), Understanding by Design: Professional Development Workbook, ASCD, p.192;
西岡加名恵（2016）『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、p.113 第２回安全教育検討部会_福嶋委員作成資料から抜粋



４．行動評価表（ルーブリック）の観点（案） 6

分類 観点 定義（最も上のレベルの文章）

交通社会の一員である自覚
・自転車を含む交通環境や交通事故の状況を自分に関係するものとして認識する
・交通社会をより良くするため、交通安全イベントや講師など実施主体となる

安全を優先する考え方

・自転車を使用する際は時間にゆとりを持ち、車道走行時、歩道走行時、いずれも他の交通主
体と譲り合って走行できる（時間にゆとりのない時でも、事故に繋がらないよう他の交通主体
と譲り合って走行している）
・天候等によっては自転車を使用せず、移動時間が増えるとしても、より安全な移動手段を選
択している

自転車利用の責任
自転車は車両であることを認識し、加害者にも被害者にもなりうることを理解した運転行動が
継続的にできており、特に歩道走行時の歩行者優先が徹底している

（他交通主体との関係における危険予

測）

交通状況の把握と適切な判断、
対応

車道左側を走行し、道路を走行する他の交通主体から自分がどのように見えるか（又は、見え
ないのか）を認識し、十分にコミュニケーションをとったうえで譲り合い走行する

（地形的な危険予測）

道路における危険の理解
顕在的危険と潜在的危険の予測
及び回避

生活圏の危険箇所を把握し、適切な回避行動を自己の判断で行うなど、自分も他人も事故に遭
わないための適切な運転行動が意識せずできる

特性に応じたな車両操作、バラ
ンス感覚

自分の乗る自転車の特性を理解したうえで、常に安定的な車両操作ができる

加減速とハンドル操作の調整
（自己の運動能力を自覚した行
動の変化）

どのような状況（平坦な道、坂道、曲がっている道、細街路など）でも安定して走行すること
ができる

＜長期的＞
Ｄ．自転車の楽しさ

自転車を使って身体を動かすこ
との楽しさ

・日常的にあらゆる場面で自転車を活用している
・サイクリング、散走など自転車に関する趣味がある

＜態度＞
Ａ．交通社会の一員と
してのふるまい

＜知覚・認知能力＞
Ｂ．道路通行時に必要
とされる能力

＜運動能力＞
Ｃ．安全に自転車で走
行する能力



４．行動評価表（ルーブリック）のイメージ 7

（１）本日は「分類」「観点」について議論し、本日のゴールとして確定させたい
（２）「観点」について合意が得られた場合「理想的なサイクリストの姿」の文章を議論したい

（１） （２）
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